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栃木県立宇都宮高等学校バドミントン部の活動報告

６月

・インターハイ県予選において団体ベスト８入賞、個人ダブルスでは１ペアがベスト１６。
・上記大会後に、１・２年の新チームとなった。
・感染症防止に留意して活動を実施した。

７月

・感染症対策をして活動を実施した。
・７月上旬に行われた関東総合県予選に個人で出場。個人でベスト１６。
・７月中旬に行われた審判講習会に１年生が参加した。
・練習試合数回実施。
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４月

・感染症対策をして活動を実施した。
・部員数は昨年度より継続の３年１5名、２年33名。
・中旬より１年１0名が入部した。
・練習試合数回実施。

５月

・４月末から５月初旬にかけて行われた、関東大会県予選において団体ベスト８入賞。
・感染症対策をして活動を実施した。
・練習試合数回実施。

休養日
1,3,5,6,10,17,
24

休養日
1,4,8,15,19,
21,22,29
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２月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・西体育館の工事により使用不可となり、明保野体育館を利用した。
・練習試合数回実施。

３月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・練習試合数回実施。
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12月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・練習試合数回実施。

１月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・上旬に２年部員２名が北関東オープン大会に栃木県選抜として参加。
・下旬の中部支部新人大会にて、２年生チームが団体第３位に入賞。
・練習試合数回実施。
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10月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・練習試合数回実施。

11月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・１１月初旬に県新人大会に参加、団体戦でベスト８の成績を残した。
・練習試合数回実施。
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８月

・感染症防止に留意して活動を実施した。
・８月下旬の学年別大会において２年生が第３位入賞。そのほかもベスト１６の結果を残し
た。
・練習試合数回実施。

９月

・感染症対策をして活動を実施した。
・練習試合数回実施。

休養日
2～5,11,12,18,
23～25,28～30
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教頭

休養日
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校長

休養日
12,19,23～30

休養日
1～4,9,14,16,
17,24,29,31

休養日
6,7,12～16,
21,23,27,28

概して生徒は個々の目標の達成に向かって活動した。感染症の影響が続く中ではあったが、練習試合を多く実施す
ることができ、実践的な力の向上を図ることができた。県大会では各種大会の団体戦ベスト８の成績を維持、個人
ではベスト４入りを果たすなど、健闘する部員が多く見受けられた。さらに、上級の部員は、北関東オープン大会
（関東規模の準公式戦）に栃木県選抜として参加することができた。個々の能力が高いことから、今後も日々の練
習での技術向上をさらに目指し、上位成績を目指していきたい。また、活動予定の共有、部費の迅速な徴収、明確
な会計処理等、庶務においても前年度からの課題に対して組織的に対応する面が見られるようになってきた。最後
に、これまで個人練習が多く見受けられたが、年度後半よりチームとしての練習を行う姿が見られるようになった
ことが大きな変化としてあげられる。高い意識を持って取り組んでいけるよう指導していきたい。
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休養日
1～4,15,22,
28～29

休養日
5～16,19～21

休養日
1,5,8,11,13,
19,21,24,
25,30

1～6,10,14,
16,23,29,30

休養日
12,13,20～24,
26,27,30

休養日
1,4,10,11,17,
18,25,29～31
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教頭 校長


